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広

自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある温泉健康都市

報

編
集
後
記

●
昨
年
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
つ
け
た
と
こ

ろ
、
一
カ
月
当
た
り
約
一
万
八

千
件
の
ヒ
ッ
ト
を
確
認
。
数
の

多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
市
の
情

報
を
皆
さ
ん
に
速
や
か
に
伝
え

る
手
段
と
し
て
、
電
子
媒
体
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

森

●
最
近
、「
広
報
が
楽
し
み
」と

い
う
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

編
集
者
と
し
て
大
変
嬉
し
い
で

す
。
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
分
か
り
や
す
く
、

た
め
に
な
り
、
面
白
い
広
報
紙

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
夏

●
全
面
オ
ー
プ
ン
し
た
狩
野
川

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
へ
撮
影

に
行
き
ま
し
た
。
開
放
感
た
っ

ぷ
り
で
家
族
連
れ
に
は
最
適
の

場
所
だ
と
実
感
。
こ
の
公
園
が

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
保
た
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

小
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50,731人

男：24,495人

女：26,236人

世帯：19,301
平成１９年３月１日現在

伊豆の国市
人口

市内在住の５月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。４月１２日（木）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

プリンセスとダンスとうさぎが大好
き。かわいい弟に優しくて、お手伝い
もできるし、お姉さんらしくなったよ！

豊さん・良子さんの長女　(田京)

さ ゆ き

(平成１５年４月９日生)

パパの肩車が大好きです。三輪車も上
手に乗れるよ。大好きなおにぎりを食べ
て元気いっぱいです。

泰雄さん・由美さんの次女 (古奈)

さ き

(平成１６年４月１２日生)

おてんばな私。お兄ちゃんが大好き
で、ふたりでウルトラマンになって戦
ってるよ。幼稚園に早く行きたいよ。

寿規さん・美樹さんの長女　(三福)

あ か り

(平成１７年４月２５日生)

明るく元気なあおちゃん。毎日お姉
ちゃんと一緒に私たちを楽しませてく
れて、ありがとう。大好きだよ！

信宏さん・恵美さんの次女　(奈古谷)

あ お い

(平成１６年４月１８日生)

お兄ちゃんが大好きで、いつも真似
ばかりしています。いつまでも思いや
りのある仲の良い兄弟でいてね。

健司さん・由紀さんの次男(四日町)

しょうや

(平成１６年４月９日生)

いつまでも、かわいいはるかちゃん
でいてね。あと、もう少しパパにやさ
しくしてあげてね。

光春さん・いく子さんの長女　(田京)

は る か

(平成１７年４月１５日生)
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も
う
行
っ
た
？

桜
の
名
所

も
う
行
っ
た
？

桜
の
名
所

写
真
①
〜
⑩
は
、
す
べ
て
市
内
の
桜
の
名
所
で
す
。

皆
さ
ん
、
ど
こ
か
分
か
り
ま
す
か
？

（
写
真
は
今
年
撮
影
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②

③

①⑩

⑨

④⑧

⑤⑥⑦
答えは２６ページへ！
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本
年
は
、
平
成
十
七
年
四
月
に
伊
豆
の
国
市
と
な
っ
て
三
年
目
を
迎
え

ま
す
。
私
は
、
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
以
来
、
す

べ
て
の
市
民
の
皆
様
が
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
全
力
を
も
っ
て
、
日
々
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
合
併
当
初
か
ら

こ
れ
ま
で
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
順
調
に
施
政
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
分
権
型
地
域
社
会
へ
の
実
現
に
近
づ
き
つ

つ
も
、
依
然
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
地
方
財
政
は
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努

め
て
も
な
お
平
成
十
八
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ

り
、
地
方
財
政
の
借
入
金
残
高
は
、
平
成
十
九
年
度
末
に
百
九
十
九
兆
円

と
見
込
ま
れ
、
先
進
国
の
い
ず
れ
の
国
と
比
較
し
て
も
極
め
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う
諸
経
費
や
公
債
費
の
増
加
等
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
構
造
は
ま
す
ま
す
硬
直
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
は
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
主
体
的
か
つ
総
合
的

に
実
施
す
る
大
き
な
責
任
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
「
地
方
に
で
き

る
こ
と
は
地
方
に
」
の
原
則
の
も
と
に
知
恵
と
創
意
工
夫
を
都
市
間
で
競

う
時
代
へ
と
入
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
地
方
分
権
の
推
進
は
、
自

主
・
自
立
を
促
す
一
方
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
や
地
方
交
付
税
改
革

に
お
い
て
、
今
後
の
本
市
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
を
残
す

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
経
済
情
勢
を
見
通
し
、
本
市
の

財
政
状
況
の
健
全
化
に
つ
い
て
、
新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
組
織
改
革

を
念
頭
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
こ
と
、

未
利
用
の
公
共
用
地
の
活
用
、
安
全
で
安
心
な
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
、
広

域
ご
み
処
理
施
設
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
度

化
・
多
様
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
の
目
線
に
立

っ
て
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計

画
で
掲
げ
た
十
年
後
の
将
来
像
「
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力

ゆ
　
め

あ

る
温
泉
健
康
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
方
針
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
「
六
つ
の
柱
」
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
第
一
「
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
空
間
の
ま
ち
」

自
然
・
環
境
の
分
野
で
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
緑
化
推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
循
環
型
社
会
の
形
成
」
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
の
研
究
と
生
ご
み
堆
肥
化
計
画
の
策
定
を
し
、
早
期
に
施
設
整
備
を

推
し
進
め
ま
す
。

四
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
る
天
野
公
園
な
ど
快
適
な
空
間
と
し
て
の
公

園
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
第
二
「
生
き
生
き
働
く
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち
」

産
業
・
経
済
・
労
働
の
分
野
で
は
、
地
域
観
光
推
進
事
業
と
し
て
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
が
四
月
に
合
併
し
ま
し
た
の
で
、
一
層
の
連
携
に
努
め
、

引
き
続
き
商
工
業
者
の
安
定
と
向
上
、
経
営
革
新
や
後
継
者
対
策
の
推
進

等
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
国
で
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
県
や
J
A

と
の
連
携
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
活
動
の

拠
点
の
施
設
を
充
実
し
て
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
前
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い
る
中
国
野
菜
の

栽
培
を
農
家
の
方
々
と
共
に
研
究
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
な
ど
を
行

い
、
販
売
方
法
の
検
討
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

戦
略
的
観
光
誘
客
へ
の
転
換
と
し
て
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
観
光
に
活

用
し
た
伊
豆
の
国
市
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、幕
末
の
先
覚
者
江
川
坦
庵
公
の
居
宅
江
川
邸
の
周
辺
整
備
事
業
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
併
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
第
三
「
未
来
を
担
う
人
を
育
み
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち
」

教
育
・
歴
史
・
文
化
の
分
野
で
は
、
外
国
人
講
師
派
遣
に
よ
り
英
語
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市
立
幼
稚
園
や
小
学
校
の
耐
震
補
強
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
未
実
施
の
公
共
施
設
を

順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
大
仁
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の

実
施
設
計
を
は
じ
め
順
次
事
業
を
進
め
、
平
成
二
十
二
年
度
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
放
課
後
児
童
教
室
の
充
実
を
図
り
、
市
内
の
各
小
学
校
で
、
同

じ
環
境
の
中
で
保
護
者
が
安
全
で
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
の
運
営

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
韮
山
地
域
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
韮
山

交
流
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
子
育
て
の
充
実
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
関
係
で
は
、
北
条
氏
邸
跡
発
掘
調
査
事
業
な
ど
の
史
跡
調
査
関
連

を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
狩
野
川
を
中
心
と
し
た
、
流
域
生
活
圏
一
体
化
事
業
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

▼
第
四
「
だ
れ
で
も
が
す
こ
や
か
元
気
に
生
き
る
ま
ち
」

健
康
・
福
祉
の
分
野
で
は
、
伊
豆
の
国
市
健
康
増
進
計
画
の
下
に
、
母

子
・
乳
幼
児
か
ら
成
人
健
康
診
査
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
環
境
を
充

実
さ
せ
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
掛
け
て
頂
き
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウ
エ
ル
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
事
業
で
は
、
県
が
推
進
す
る
フ
ァ

ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、「
食
と
農
」
な
ど
伊
豆
の
国
市

独
自
の
戦
略
に
沿
っ
て
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
効
果
的

な
健
康
づ
く
り
を
構
築
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
計
画
に
合
わ
せ
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
と
施
設
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
と
し
て
、
多
く
の
待
機
者
の
た
め
に
も
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

▼
第
五
「
住
み
た
い
訪
れ
た
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」

都
市
基
盤
・
生
活
環
境
の
分
野
で
は
、
道
路
新
設
改
良
な
ど
計
画
的
な

改
良
に
よ
る
安
全
性
確
保
や
適
切
な
維
持
管
理
な
ど
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
加
え
て
、
国
県
道
整
備
事
業
と
し
て
、
合
併
支
援
道

路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
水
害
対
策
と
し
て
、
河
川
整
備
事
業
や
都
市
下
水
路
整
備
、
県

営
湛
水
防
除

た
ん
す
い
ぼ
う
じ
ょ

施
設
整
備
事
業
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
、
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ん
だ
長
岡
京
市
と
は
、
さ
ら
に
両

市
の
交
流
を
育
み
友
好
の
絆
き
ず
な
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
第
六
「
み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち
」

行
政
運
営
・
市
民
参
加
の
分
野
で
は
、
市
民
・
行
政
の
協
働
を
図
る
上

で
、
行
政
情
報
の
提
供
と
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
が
重
要
で

あ
り
、
市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、「
広
報
い
ず
の
く
に
」
な
ど
を

通
じ
、
情
報
を
的
確
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
各
課
に
て
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
を
図
っ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
市
政
懇

談
会
、『
〜
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
』、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
な
ど
、
広
く
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
言
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
行
動
計

画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
時
代
の
要
請
や
市
民
の
期
待
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
予
算
で
あ
る
こ
と

を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
強
く
認
識
し
、
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
か
ら
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
行
財
政

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

市
長
施
政
方
針

平成１９　年度

伊
豆
の
国
市
長

望
　
月
　
良
　
和

時時
代代
のの
要要
請請
・・
市市
民民
のの

期期
待待
にに
沿沿
っっ
たた
施施
策策

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
財
政
運
営
を

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

総
合
計
画
六
つ
の
柱

合
併
し
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
ま
ち
に
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商工会運営支援事業　 19,076
街路灯管理事業　 3,378
地域観光推進事業 80,490
伊豆サイクルフェスティバル推進事業 2,000
安全、安心、健康のまちづくり推進事業 582
かつらぎ山ハイキングコース維持管理事業 2,938
江川邸駐車場観光トイレ・案内所整備事業 33,220
長岡南浴場整備事業　 38,499
芸術文化振興事業　 21,991

市税
70億
3,976万円
44.3％

自

主

財

源

依

存

財

源

57.0％
43.0％

款　別
158億9,000万円10款

地方交付税
24億4,800万円
15.4％

14款
国庫支出金
11億6,331万円
7.3％

市債
10億
　8,470万円
　　6.9％

県支出金
9億4,937万円　6.0％

地方譲与税
2億4,300万円　1.5％

利子割交付金
2,000万円　0.1％

配当割交付金
2,200万円　0.1％

分担金及び負担金
5億4,815万円　3.5％

使用料及び手数料
2億6,972万円　1.7％

財産収入　7,915万円　0.5％

繰入金　5億2,889万円　3.3％

諸収入　1億8,127万円　1.1％

寄附金　968万円　0.1％

繰越金　4億円　2.5％

ゴルフ場利用税交付金
1億1,000万円　0.7％

自動車取得税交付金
1億7,500万円　1.1％

地方特例交付金
6,500万円　0.4％

交通安全対策
特別交付金
1,300万円
0.1％

地方消費税交付金
5億2,000万円　3.3％

株式等譲渡所得割交付金
　2,000万円　0.1％

社会福祉協議会助成事業　 66,160
介護保険関係事業　 401,842
韮山福祉センター指定管理事業 13,229
国民健康保険特別会計支援事業 358,833
生活保護運営事業　 606,178
在宅高齢者外出支援事業　 47,243
高齢者福祉施設整備支援事業100,000
老人保健特別会計支援事業　336,755
障害者(児)自立支援給付事業 278,403
重度障害者（児）医療費助成事業 91,926
精神障害者社会復帰施設管理運営事業 49,801
心身障害者（児）タクシー等利用助成事業 3,875
児童手当給付事務事業　 304,282
乳幼児医療費助成事業　 111,031
児童扶養手当給付事務事業　170,031

成人健康診査事業　 157,947
合併処理浄化槽補助事業　 2,238
簡易水道事業特別会計支援事業 21,160
狩野川リバーサイドパーク維持管理事業 9,849
ごみ処理手数料事務事業　 36,173
安全、安心、健康のまちづくり推進事業 3,595
生ごみ減量・資源化推進事業　2,226
広域廃棄物処理施設整備事業 45,084

住宅資金貸付事業　 8,406 
教育資金貸付事業　 2,000

辺地対策事業　　　　　　 36,000
韮山古川整備事業 34,010
下水道事業特別会計支援事業 935,068
旭台都市下水路整備事業（第２期） 75,161
長岡川都市下水路整備事業　 89,944
小坂北部都市下水路整備事業 31,207
小坂南部都市下水路整備事業 13,207
街路整備事業（まち交） 207,650
古奈湯元公園整備事業　 20,341
守山西公園整備事業　 30,950
市営住宅耐震診断事業　 6,846

田方地区消防組合運営事業 584,953
消防団活動事業　 65,323
消防ポンプ車更新事業　 20,150
プロジェクト「TOUKAI-0」事業 5,044
国民保護計画策定事業　 1,201
防災行政無線デジタル化整備事業 145,355

外国人講師派遣事業　 16,000 
大仁中校舎建設事業　 56,335
韮山農村環境改善センター維持管理事業 109,538
史跡北条氏邸跡発掘調査事業　3,354
韮山城跡範囲確認調査事業　 5,000

総　務　費

衛　生　費

労　働　費

農林業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

款　別
158億9,000万円

総務費
22億6,512万円
14.3％

民生費
42億8,288万円
26.9％

　
衛生費
13億　
7,471万円
8.7％

土木費
23億1,643万円
14.6％

消防費
8億6,053万円
5.4％

教育費
17億7,363万円
11.2％

公債費
20億2,119万円
12.7％

議会費
1億7,519万円　1.1％

労働費　1,123万円　0.1％

農林業費　2億2,817万円　1.4％
商工費　5億3,092万円　3.3％

予備費
5,000万円　0.3％

性質別
158億9,000万円

人件費
28億6,279万円
18.0％

扶助費
20億6,297万円
13.0％

公債費
20億3,919万円
12.8％物件費

29億1,407万円
18.3％

補助費等
17億5,605万円
11.1％�

普通建設事業
20億1,232万円
12.7�％

繰出金
20億7,937万円
13.1％

維持補修費
9,771万円　0.6％

貸付金・積立金
1,553万円　0.1％

予備費
5,000万円　0.3％

経

常

的

経

費

投

　　�その他
の経費
13.2％�　　

資
的
経
費

73.8％

12.7％

【目的別歳出の構成割合】 【性質別歳出の構成割合】

会　　計 平成１９年度予算

国民健康保険 ５６億１,６００万円

老 人 保 健 ４０億５,６００万円

【歳入の構成割合】

介 護 保 険 ２６億１,９００万円

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
財
政
運
営

総
額
158
億
９
千
万
円

平
成
十
九
年
度

楠木及び天野揚水場管理 ４,２４０万円

簡易水道等事業 ３,５９０万円

下水道事業 １６億５,１００万円

収益的
収入 ６億５，６６４万円

支出 ５億６，９８４万円

資本的
収入 ５，２２０万円　

支出 ３億６，６４６万円

民　生　費

歳入の市税の内訳

税目
予算額
（千円）

構成比
（％）

市民税 ３，０３１，９８１ ４３.１

（うち個人） （2,540,165）（36.1）

（うち法人） （491,816）（7.0）

固定資産税 ３，４６２，８７４ ４９.２

軽自動車税 ８１，３３６ １.２

市たばこ税 ３４１，７４０ ４.８

特別土地保有税 １ ０

入湯税 １２１，８２６ １.７

合計 ７，０３９，７５８ １００.０

一
般
会
計
予
算
歳
入
歳
出
の
構
成

前年対比

９.６％増

３０.５％増

２.２％減

５.５％減

１.７％減

４.２％増４.１％減

１２.２％減

皆増

４６.０％増

前年対比
３億円減

（△１.９％）

目的別歳出の主な事業

（単位：千円）

特
別
会
計

上水道事業会計

区分 平成１９年度予算 前年対比

目的別歳出の増減
（前年対比）

ホームページ管理運営事業　 2,100
伊豆長岡庁舎改修事業　 113,265
市勢振興調査事業　 5,000
コミュニティバス調査研究事業 2,000
市の花・市の木制定記念事業　 440
安全、安心、健康のまちづくり推進事業 581
伊豆の国市パスポート事業　 2,127
ウエルネスマネジメントプラン策定事業 5,774
狩野川台風５０周年事業　 2,060
温泉施設整備構想策定事業　 3,123
浮橋温泉施設整備事業　 25,070
情報システム総務管理事業　135,646
電子市役所構築事業　 800
固定資産評価替事業　 27,115
県議会議員選挙事業　 16,343
参議院議員選挙事業　 26,044

安全、安心、健康のまちづくり推進事業 2,167
楠木及び天野揚水場管理特別会計支援事業27,164
土地改良区事業　 21,505
県営湛水防除施設整備事業　 34,200
長崎地域農業活動拠点施設整備事業 17,602
高原浮橋農業集落道整備事業 23,621
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市市
役役
所所
　　
連連
絡絡
先先
一一
覧覧

組
織
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た

三
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
市
役
所
の
機
能
性
と

管
理
性
を
向
上
す
る
た
め
に
、
こ

の
四
月
一
日
か
ら
組
織
を
一
部
変

更
し
ま
し
た
（
太
字
が
変
更
部

分
）。
来
庁
の
と
き
や
お
問
い
合

わ
せ
の
と
き
に
は
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

部 課・室 電話番号 主な業務

観光産業部

観光商工課 055-948-1480 観光振興、商工振興、企業立地、労働、消費
者行政など

教　育　部

教育総務課 055-948-1444 教育委員会の予算、人事、文書管理、情報公開、
学校施設管理、就学援助事務など

こども育成課 055-948-1447 保育園・幼稚園の入園事務・管理、学童保育、
児童館など

学校指導課 055-948-1453
教員研修、小・中学校の転出入事務、学校教
育指導、就学指導、学区外就学申請、相談活
動など

社会教育課 055-948-1461 社会教育、生涯学習、文化財、社会体育、ス
ポーツ振興など

図書館 （中央図書館）
0558-76-5566 中央（大仁）図書館、長岡図書館、韮山図書館

議会事務局 ―――
055-948-1417 議会・議員に関すること、監査委員事務局など

韮山支所

地域振興課 055-949-6802 地区区長会・コミュニティ、地区の防災・災
害対策、犬の登録、地域振興など

文化振興課 055-949-8600 文化・芸術イベント、韮山時代劇場・アクシ
スかつらぎ管理など

農業振興課 055-948-1481 農業委員会、農業・林業・畜産振興、農林業
施設等管理など

ＦＡＸ番号

055-948-2926

055-948-1464

（中央図書館）
0558-76-5757

055-948-2913

055-949-1779

建設課（韮山地区） 055-949-6803 韮山地区の道路河川の管理など

大仁支所

地域振興課 0558-76-8002
0558-76-8003

地区区長会・コミュニティ、地区の防災・災
害対策、環境美化、犬の登録、地域振興など

0558-76-5499

――― 会計課 055-948-2906 公金支払事務、税金・料金等の収納、県証紙
の販売など055-948-1169

建設課（大仁地区） 0558-76-80040558-76-8005 大仁地区の道路河川の管理など

都市整備部

都市計画課 055-948-2909 都市計画、土地利用、建築確認、公園整備など

上下水道課 055-948-2911 水道検針・料金徴収、下水道料金・受益者負担
金徴収、施設維持管理、水質検査など

建　設　課 055-948-2908 道路河川の新設改良・管理など055-948-4031

部 課・室 ＦＡＸ番号 主な業務

企　画　部

秘書広報課

055-948-2915

市長・副市長秘書、都市交流、表彰、
統計、広報広聴、ホームページなど

企　画　課 企画・調整、総合計画、広域行政など

財　政　課 財政、行財政改革など

管　財　課 財産管理、財産区、市営住宅管
理、公共事業等の入札・契約など

情報システム課 0558-77-2835 情報システム管理・開発、電子
市役所推進など

総　務　部

総　務　課

055-948-2917

選挙、文書受付、文書管理、人事、職員
研修・給与・共済・厚生、例規、情報公
開、固定資産評価審査委員会事務局など

検　査　室 設計・工事検査、物品検収など

税　務　課

市民税・固定資産税・軽自動車
税などの課税・徴収、土地家屋
台帳の閲覧受付、地籍図写しの
発行など

安全対策課 消防、防災、防犯、交通安全、
同時通報無線など

環　境　部

環境政策課

055-949-1779

環境保全・美化、緑化推進、公
害対策、犬の登録、公園管理、
斎場管理など

クリーン課 ごみ処理、し尿処理、ごみ減量
化、リサイクルなど

健康福祉部
（福祉事務所）

福　祉　課

0558-76-8029

生活保護、障害者福祉、児童・
母子福祉、少子化対策など

高齢者支援課
（地域包括支援センター）

高齢者福祉、介護予防、介護保
険給付、要介護認定など

健康づくり課 母子保健、成人保健、各種健診
など

電話番号

055-948-1431

055-948-1414

055-948-2902

0558-76-8015

055-948-1411

055-948-1403

055-948-2907
055-948-2918

055-948-1412

055-949-6804

055-949-6805

0558-76-8006
0558-76-8007
0558-76-8008
0558-76-8009
0558-76-8010
0558-76-8011
0558-76-8012
0558-76-8013
0558-76-8014

市　民　部
市民サービス課

055-948-1169

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続
き・証明発行、税関係証明発行、
児童手当・福祉関係申請受付、保
育園入園・学童保育申請受付、小
中学校転出入の通知書発行、原付
ナンバー交付、伊豆長岡地区貸出
施設使用申請受付、外国人登録届
出受付・証明発行、仮ナンバー交
付、区長会・コミュニティ、環境
美化、犬の登録など

国保年金課 国保・年金・老人保健、介護保
険料の賦課・徴収

055-948-2901
055-948-2903

055-948-2905

広域廃棄物処理対策室 055-949-8112 広域廃棄物処理施設の整備

055-949-8601

休日・夜間　伊豆長岡庁舎055-948-1436
韮山庁舎　　055-949-1212
大仁庁舎　　0558-76-2222

055-948-1413

土地対策室 055-948-2930 既開発地域の諸問題の総合調整

平成１９年４月１日現在

055-948-1470

監査委員事務局―――

055-948-1169
市民サービス課 055-949-6800

055-949-1212

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続き・証明発行、
税関係証明発行、国保・年金・老人保健・介護保
険届出受付、児童手当・福祉関係申請受付、保
育園入園・学童保育申請受付、小中学校転出入
の通知書発行、原付ナンバー交付、韮山地区貸
出施設使用申請受付、税金・料金等の収納、県
証紙の販売など

市民サービス課 0558-76-8000
0558-76-8001

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続き・証明発行、
税関係証明発行、国保・年金・老人保健届出受付、
児童手当等申請受付、保育園入園・学童保育申
請受付、小中学校転出入の通知書発行、原付ナ
ンバー交付、大仁地区貸出施設使用申請受付、
税金・料金等の収納、県証紙の販売など
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他市町の中学生と一緒に航海体験や洋上研
修、そして雄大な自然に囲まれた北海道での
様々な体験学習を通じて、仲間づくり、思い
出づくりをしてみませんか。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

第７回

静岡県東部少年の船
実施期間 【第１船】８月１日（水）～８月７日（火）

【第２船】８月１７日（金）～２３日（木）
研修地 北海道（日高・大雪・札幌）
資　格 伊豆の国市、沼津市、御殿場市、三島市、裾野市、函南町、

清水町、長泉町に在住の全研修
日程に参加可能な中学生

定　員 第１船・第２船各１０人
参加費 ４４，０００円　
※申し込み方法や詳細は、４月中旬ごろ
に各中学校を通じてお知らせします。

北の大
地へ！

伊豆の国市文化協会では発足から２年近くが

経過し、加盟団体間の交流も進んできたことを

受けて、従来の３支部単位での活動から部門単

位での活動に移行します。新たに設置するのは

次の７部門です。

歌唱芸術部 合唱、民謡、詩吟、朗読など

舞踊芸術部 伝統舞踊、現代舞踊、フラダンス、

体操など

演奏芸術部 器楽演奏

学芸文化部 俳句、短歌、囲碁、将棋など

工芸文化部 手芸、工芸

美術文化部 書、絵画、写真など

伝統文化部 華道、茶道、盆栽、草花など

問合せ 伊豆の国市文化協会事務局

（社会教育課内） 電話０５５‐９４８‐１４６１

文
化
協
会

だ
よ
り

本部

No.１４

日帰り市民ハイキングの参
加者を募集します。自然の豊
かさ美しさを肌で感じ、身体
と精神をリフレッシュさせま
せんか。
行　　程 伊東城ヶ崎（門脇崎～伊豆海洋公園～八幡野港）
と　　き ５月１３日（日）

中央図書館駐車場　　８：００集合　
伊豆長岡庁舎駐車場　７：４５集合
韮山庁舎駐車場　　　７：４５集合

＊悪天候の場合は、ハイキングを中止または行程
を変更することがあります。

対　　象 伊豆の国市に在住か在勤の方
募集定員 ６０人（申込が定員を上回った場合は抽選）

抽選の結果は５月上旬に発送予定です。
申込締切 ４月２０日（金）必着
参 加 費 １人６００円（当日徴収）

問 合 せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

申　込　方　法　
①はがきによる申し込み

官製はがきに「伊豆の国市日帰りハイキング申
込」として「代表者氏名と参加者の住所・バス乗
車位置・氏名（ふりがな）・性別・年齢・電話番号」
を記入し、下記あて先に郵送してください。は
がき１枚につき、４人までの申し込みとします。
〒４１０‐２２９２長岡３４６‐１
伊豆の国市教育委員会　社会教育課

②専用申込用紙による受付

用紙は社会教育課（あやめ会館）にあります。
＊電話での申込み受け付けはしません。

4月8日（日）は
県議会議員選挙

8

投票時間 午前７時～午後８時（高原地区、エメラルド地区・小松ヶ原別荘地、長者原地区は、午後６時まで）
＊今回の選挙から長者原地区（投票所：長者原公民館）の投票所閉鎖時刻は、午後６時です。

投票場所 ＊第３投票所は、今回の選挙では「南江間公民館」から「長岡北小学校体育館」に変更します。

問合せ 伊豆の国市選挙管理委員会
（総務課） 電話０５５‐９４８‐１４１１

の投票日です

投票区 投　票　所　名 所　在　地 投票区の区域
第１ 長岡南小学校体育館 長岡１２１８ 天野、長岡の一部、富士見
第２ やすらぎの家 古奈２６５‐２ 古奈、墹之上
第３ 長岡北小学校体育館 南江間１２００ 谷戸、仲之台、鳥打、町屋、大北
第４ 長塚公民館 北江間１３６２‐２ 千代田、長塚、珍野
第５ 伊豆の国市役所 長岡３４０‐１ 長岡の一部、長瀬、小坂、戸沢、花坂
第６ 韮山農村環境改善センター 四日町２１０‐３ 金谷、山木、富士見ニュータウンの一部、土手和田
第７ 多田公民館 韮山多田５７３ 多田、長崎、富士見ニュータウンの一部
第８ 韮山生涯学習センター 奈古谷１２５１‐１ 奈古谷、大仙
第９ 原木公民館 原木８０４‐１ 原木
第１０ 四日町公民館 四日町６５２‐２ 四日町
第１１ 韮山西幼稚園 中條１２５‐１ 寺家、中条
第１２ 南条区民ホール 南條１６０５ 南条の一部
第１３ 韮山南小学校体育館 中８１７‐１ 南条の一部、中、内中、立花台
第１４ 高原公民館 中１６１３‐８７ 高原
第１５ エメラルドタウン管理組合事務所 奈古谷２２１６ エメラルド、小松ヶ原別荘地
第１６ ひまわり保育園大仁分園 大仁２２９ 大仁、小室、後山
第１７ のぞみ幼稚園 吉田４１６‐１ 吉田、中島、鍋沢
第１８ 三福公民館 三福６７５ 三福
第１９ 大仁保健センター 田京１３１ 田京
第２０ 守木公民館 守木７６‐２ 原、守木、宗光寺、立花、星和
第２１ 田中山公民館 田中山１１３６ 田中山、土沢
第２２ 神島集会センター 神島１１１２‐１ 神島
第２３ 下畑公民館 下畑４０５‐２ 下畑
第２４ 浮橋公民館 浮橋８９５‐２ 浮橋
第２５ 田原野公民館 田原野９４‐１ 田原野
第２６ 長者原公民館 長者原１４４５‐３６０ 長者原
第２７ 御門防災センター 御門３２ 御門、白山堂

み
んな
行こ
うよ、投票所！

開　票

と　き　４月８日（日）午後９時～
ところ あやめ会館３階多目的ホール

期日前投票

投票日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等で　
投票できない人は、期日前投票ができます。
と　き ３月３１日（土）～４月７日（土）

午前８時３０分～午後８時
ところ 伊豆長岡庁舎１階災害対策室

韮山庁舎３階第２会議室
大仁庁舎１階相談室
＊どの投票所でも投票できます。

持ち物 投票入場券
（配達されていない場合は不要）
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平成１９年４月～平成２０年３月の国民年金保険料が、月額１４，１００円に
決まりました。
平成１９年度の国民年金の納付案内書は、４月上旬に皆さんへお送りし

ます。金融機関、コンビニまたはお近くの社会保険事務所で必ず納付期
限までに納めましょう。

納めてますか？みんなの安心 国民年金

１年分の国民年金保険料を５月
１日（火）までに支払うと、１年で３，０００円割引に
なり、１年分が１６６，２００円になります。１年前納
の納付書は、４月上旬にお送りする平成１９年度
分の納付案内書の中に入っています。

※５月１日を過ぎても、前納はいつでもできます。
前納できる期間は、前納する月分から平成２０
年３月分までです。希望する人は、前納の納付
書をお送りしますので三島社会保険事務所まで
ご連絡ください。

月々の口座振替を、通常よりも１カ月早く引
き落とすことで、毎月の保険料が５０円割引にな
り、１カ月分が１４，０５０円になります。

預金通帳、金融機関届出印、納付書または年金
手帳を持って、金融機関の窓口で手続きしてく
ださい。または、社会保険庁ホームページ
http://www.sia.go.jp/から口座振替申込書をプ
リントアウトして必要事項を記入し、社会保険
事務所に郵送してください。

ハ
タ
チ
に
な
っ
た
ら
届
出
を
!!

学
生
納
付
特
例
制
度

平成１９年度
国民年金保険料月額１４，１００円

●お得な国民年金保険料の納め方

（年額１６９，２００円）

二
十
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
も
国
民
年

金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の
納
付
義
務
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
学
生
は
収
入
が
少
な
く
、

学
費
も
か
か
る
た
め
、
毎
月
一
万
四
千
百
円

の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、
学
生
納

付
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
の
納
付
が
一
定
期
間
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
は
毎
年
四
月
（
ま
た
は
二
十
歳
に
な

っ
た
と
き
）
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
す
み
や
か
に

申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ

●
三
島
社
会
保
険
事
務
所
　

電
話
０
５
５（
９
７
３
）１
４
４
４

●
市
役
所
国
保
年
金
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

１年分
通常１６９，２００円→１年前納１６６，２００円

１カ月分
通常１４，１００円→ 早割１４，０５０円

納付者編

ぼ
く
た
ち
も

申
請
し
て
お
け
ば

ひ
と
安
心
だ
ね
。

納
め
よ
う

自
分
自
身
の
た
め
に

大切です！歯の健康
～「伊豆の国市歯周病予防対策委員会」委員の募集～

平成６年度に厚生省が実施した伝染病流行予測調査によると、昭和５０年か
ら昭和５２年までに生まれた人たちのポリオに対する抵抗力の有無を示す抗体
の保有率が低いことが判明しています。そのため伊豆の国市では、行政措置
で昭和５０年～昭和５２年生まれの人で希望する人に１回ポリオ予防接種を実
施していましたが、成人ポリオ予防接種を１０年程度実施する中で、希望の方
にはほぼ接種したと考え、平成１９年度で終了とします。まだ追加の予防接種
を受けていない人で希望する人は健康づくり課まで申し込みをし、平成１９年
度中（５月、１０月に各保健センター実施）に接種を受けてください。詳細につ
いては、市民カレンダーをご参照ください。また、不明な点は下記までご連
絡ください。
●問合せ　健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１３

～募集の内容～

■任　期■

平成１９年７月（平成１９年度第１回委員会開催日）
から平成２１年３月３１日（約２年間）
■内　容■

効果的に歯周病を予防する方法について、自由
に意見を出し合っています。年４回程度の会議と、
歯周病予防講演会や健康福祉まつりなど各種イベ
ントでの啓蒙活動、住民アンケートのための集ま
りを数回予定しています。
■委員構成■

市民・団体組織・市内事業所・歯科専門家の各
代表
■募集人員■

市民代表の委員として５人程度　
■締め切り■

４月２７日（金）までにお申し込みください。
●申込み・問合せ

健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１３

伊豆の国市では「伊豆の国市歯周病予防対策委員会」を設置し、市民の
歯周病予防対策を企画･実施しています。そこで、市民代表として委員会
に参加していただける人を募集します！一緒に、健康のための活動をして
みませんか？　ぜひ、お申し込みください。

歯周病とは？
歯周病は、歯と歯ぐきの境目に歯垢

しこう

（プラーク）・歯石が
たまり、歯を支えている組織に炎症が起こる病気です。自
覚症状がないまま進行し、知らないうちに歯が抜けてしま
います。さらに、口の中の
歯周病菌の影響で心臓病に
かかりやすくなったり、糖
尿病が悪化します。また、
肺炎や胃潰瘍につながるな
ど生活習慣病と密接な関係
があります。

市民のために頑張る歯周病予防対策委員さんたち

10
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事 業 名 内　　容 対　　象 利用料金等

利用者に栄養バランスのと
れた昼食を配達し、安否確
認をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯で疾
病等の理由で調理が困難な人

１食５００円
月～土曜日

要介護状態になった高齢者
等に、紙おむつなどの介護
用品を低価格で支給する

介護保険認定要介護１以上の概
ね６５歳以上の人と重度障害者
でトイレに行くことが困難な人

紙おむつ購入費の約５割
補助（要介護４・５で住民
税非課税世帯は９割補助）

緊急通報システム（ボタン
を押すだけで連絡ができる
機器）の設置と助成

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯、また
はこれに準ずる世帯で疾病等の
理由で緊急対応に不安がある人

基本利用料１カ月８００円
（通話料金は別途実費負担）

３日に１本、乳酸飲料を配
布しながら、声かけして安
否確認を行う

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯と一人
暮らしの２級以上の視覚障害者

無料

自立生活を支援するためにヘ
ルパーを派遣し、入浴介助、調
理、掃除、通院介助等を行う

ケガや疾病等で日常生活上の支
援を必要とする介護保険に該当
していない概ね６５歳以上の人

１時間２３０円

寝具類等の衛生管理が困難
な人に対して、洗濯乾燥消
毒をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者世帯のみ世帯で、
衛生管理が困難な人

無料
（年１回、１人２枚まで）

介護している家族が疾病等
の理由で在宅での介護が困
難な場合、１カ月に７日以
内で特養ホームに保護する

介護保険の利用限度を超えて利
用したい介護認定者、概ね６５
歳以上で緊急的に介護が必要と
認められた介護認定以外の人

利用料１日３，０４０円、送迎
料１回３７０円（介護保険料
第１・２段階該当世帯は利用
料１日１，３８０円、送迎無料）

生活指導ホームに入所し、認知症
高齢者個々に適切な処遇法を発見
して、介護者共に生活指導を行う

概ね６５歳以上で、在宅で認知
症と認められる高齢者とその
介護者

利用料１日２，２５０円、判
定・指導料１回９，５００円

外出困難な在宅の人に対
し、市内外（近隣に限る）の
医療機関への送迎を行う

概ね６５歳以上の人、重度心身障
害者で公共交通機関の利用や家族
による送迎が困難な人（日常生活
に車椅子を利用、寝たきり等の人）

無料
（週１回まで）

発信機能（ＧＰＳ）を持つ端末
を高齢者に携帯させ、徘徊
時の探索を行う

概ね６５歳以上で認知症による
徘徊があると認められる在宅
高齢者

加入料５００円、付属品代２００
円（初回のみ）、基本利用料
１カ月５０円、情報料・人件
費・機器管理費は自己負担

１９
年度

市では、高齢者が自立した生活を過ごし、長年住み慣れた地域社会で引き続き生活していくことを支援します。
高齢者の在宅福祉サービスは、次のとおりです。利用や申請については、お気軽にご相談ください。
また、一部サービスでは、対象者や利用料に一部変更があります。現在サービスをご利用の人には、個別に連絡

していますが、ご注意ください。
問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

高
齢
者
と
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
外
出
す
る
機
会
を
多
く
持
つ

こ
と
で
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

十
九
年
度
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象

伊
豆
の
国
市
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
七
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
＊
年
度
途
中
で
七
十
五
歳
に
な
っ
て
も
交
付
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

※
高
齢
者
と
障
害
が
重
複
す
る
場
合
は
高
齢
者
が
優
先

内
　
容

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
乗
車
運
賃
の
助
成
（
今
年
度
は
、
百
円

分
の
利
用
券
×
百
枚
＝
一
万
円
分
を
交
付
）

申
　
請

四
月
二
日
（
月
）
以
降
、
市
民
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
伊
豆
長

岡
庁
舎
）
／
韮
山
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
韮
山
庁
舎
）
／

福
祉
課
（
大
仁
庁
舎
）
／
高
齢
者
支
援
課
（
大
仁
庁
舎
）
の

い
ず
れ
か
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
毎
週
木
曜
日
は
十
九
時
ま
で
窓
口
延
長

持
ち
物

①
窓
口
に
申
請
に
来
た
人
の
印
鑑

②
対
象
者
の
、
老
人
保
健
法
医

療
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
う
ち

持
っ
て
い
る
も
の
。

問
合
せ
（
高
齢
者
）高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

（
障
害
者
）福
祉
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

タ
ク
シ
ー
･
バ
ス
利
用
券
交
付

高
齢
者
／
重
度
障
害
者
対
象

パワーＵＰ
しました!!

昨昨
年年
十十
月月
かか
らら
スス
タタ
ーー
トト
しし
たた『『
しし
ずず
おお
かか
子子
育育
てて
優優
待待
カカ
ーー
ドド
』』

にに
、、
耐耐
久久
性性
をを
備備
ええ
、、
静静
岡岡
県県
公公
式式
モモ
ババ
イイ
ルル
ササ
イイ
トト
へへ
アア
クク
セセ
スス

可可
能能
なな
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド
をを
掲掲
載載
しし
たた
新新
カカ
ーー
ドド
がが
発発
行行
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

新新
カカ
ーー
ドド
へへ
のの
交交
換換
をを
希希
望望
ささ
れれ
るる
場場
合合
はは
、、
おお
近近
くく
のの
市市
役役
所所

市市
民民
ササ
ーー
ビビ
スス
課課
まま
でで
おお
越越
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。

問合せ
福祉課　電話０５５８‐７６‐８００８
市ホームページ
http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/
県ホームページ
http://www.pref.shizuoka.jp/kikaku/ki-07/

ＱＲコード記載で
使いやすさＵＰ!!

新カード

旧カード

表面コート加工
で耐久性ＵＰ!!

『
し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
』
事
業
は
、
十
八
歳
未
満

の
子
ど
も
を
同
伴
し
た
保
護
者
ま
た
は
妊
娠
中
の
人
が
、
優

待
カ
ー
ド
を
県
内
す
べ
て
の
協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ
る
協

賛
店
舗
・
協
賛
施
設
で
提
示
す
る
と
、
店
舗
・
施
設
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
で
事
業
を
実
施
し
て
い
る
す
べ

て
の
市
町
の
協
賛
店
舗
・
施
設
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現在市内８５店舗が協賛

協賛店舗・施設募集中！
申し込み・問い合わせは福祉課まで

みみんんなな利利用用ししよようう！！
みんな利用しよう！

昨
年
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た『
し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
』

に
、
耐
久
性
を
備
え
、
静
岡
県
公
式
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス

可
能
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
た
新
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
カ
ー
ド
へ
の
交
換
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近
く
の
市
役
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
に
つ
い
て
は
、
登

録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
飼
主
の
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
左
記
の
日
程
表
の
と
お
り
、
登
録
と
注
射
を
行
い

ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市
民
農
園
に
若
干
の
空
き
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
農
園
を
活
用

し
、
野
菜
や
花
の
栽
培
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

借
入
れ
は
、
各
農
園
と
も
四
月

十
三
日
（
金
）
ま
で
を
受
付
期
限

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
の
一
カ

月
間
、
県
下
全
域
で
、
春
の
農
作
業
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

農
作
業
事
故
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
、
全
国
で

は
毎
年
四
百
人
近
く
も
の
農
作
業
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
便
利
で
あ
る
は
ず
の
農
業

機
械
が
凶
器
と
な
り
、
家
族
を
も
不
幸
に
巻
き

込
ん
だ
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

春
は
、
春
田
起
こ
し
や
草
刈
り
な
ど
機
械
作

業
が
多
く
な
り
ま
す
が
、「
自
分
だ
け
は
大
丈

夫
」
と
思
う
の
は
、
大
変
危
険
で
す
。
機
械
を

扱
う
場
合
、
手
ぬ
ぐ
い
を
首
に
巻
い
た
り
、
シ

ャ
ツ
の
裾
が
出
て
い
た
り
し
て
、
機
械
に
巻
き

込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
服
装
や
、
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
た
ま
ま
で
の
点
検
、
う
っ
か
り
運
転
、
よ

そ
み
運
転
、
乱
暴
な
取
り
扱
い
は
絶
対
に
止
め

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
あ
せ
り
、
無

理
な
作
業
な
ど
か
ら
も
事
故
は
突
然
襲
っ
て
き

ま
す
。
機
械
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
な
注
意
を

払
い
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

農作業事故ゼロをめざして

4/20
(金)

5/20
(日)

春
の
農
作
業

安
全
運
動

問合せ

農業振興課　電話０５５‐９４８‐１４８１

▼
犬
の
登
録
が

済
ん
で
い
る
場
合

市
役
所
か
ら
郵
送
さ

れ
る
案
内
の
は
が
き
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

【
持
ち
物
】

案
内
は
が
き
、
愛
犬
手

帳
ま
た
は
愛
犬
カ
ー
ド
、

注
射
料

日　程 会　場 時　間

４月１４日
（土）

市役所韮山庁舎 ９：００～１０：３０

ＪＡ伊豆の国本店 １０：５０～１１：３０

大仁公民館 １３：００～１３：３０

三福公民館 １３：５０～１４：２０

４月１６日
（月）

星和立花管理事務所 ９：００～ ９：３０

原木公民館 １１：００～１１：２０

高原公民館 １３：３０～１３：５０

伊豆エメラルドタウン管理組合事務所 １４：３０～１５：００

４月１７日
（火）

中条公民館 ９：００～ ９：４０

寺家公民館 ９：５０～１０：３０

四日町公民館 １３：００～１３：３０

奈古谷公民館 １３：４５～１４：１５

長者原公民館 ９：３０～ ９：４５

神島集会センター １１：０５～１１：２０

宗光寺公民館 １１：４０～１２：１０

下畑公民館 ９：２０～ ９：３０

田中山公民館 ９：４５～１０：００

浮橋公民館 １０：１５～１０：４５

田原野公民館 １１：００～１１：２０

板橋集会所 １１：３５～１１：４５

千代田公民館 ９：００～ ９：３０

第６分団詰所前 ９：５０～１０：３０

長岡区民館 １０：５０～１１：２０

江間防災センター ９：００～ ９：４０

アクシスかつらぎ南側駐車場 １０：００～１０：４０

小坂公民館 １１：００～１１：２０

市役所伊豆長岡庁舎 １３：００～１４：２０

天野公民館 １４：３０～１５：００

注射料３，３２０円

▼
犬
の
登
録
を

ま
だ
し
て
い
な
い
場
合

料
金
を
用
意
し
て
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

登
録
料
、
注
射
料

６，３２０円
登録料３，０００円＋注射料３，３２０円

問合せ　環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

狂犬病予防集合注射日程表

名　　称 所在地 区画面積 賃貸料 空き数

長岡市民農園 長岡 約２５㎡ ７，０００円/年 ２区画

韮山ふれあい農園 四日町 約２５㎡ ７，０００円/年 １１区画

大仁ふるさと農園 長者原 約５０㎡ ５，０００円/年 ６区画

一
年
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

〜
市
民
農
園
の
利
用
者
募
集
〜

と
し
て
、
抽
選
に
よ
り
借
入
者
を

決
め
ま
す
。
そ
の
後
は
、
随
時
受

付
で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
未
利

用
区
画
が
な
く
な
り
次
第
、
募
集

締
切
り
と
な
り
ま
す
が
ご
理
解
願

い
ま
す
。

借
入
れ
希
望
者
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

借
受
申
込
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　

●
農
業
振
興
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
１

●
韮
山
支
所
地
域
振
興
課

電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
２

●
大
仁
支
所
地
域
振
興
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
２

丹精された長岡市民農園

緑豊かな大仁ふるさと農園

市役所大仁庁舎 １４：４０～１５：３０

中公民館 ９：５０～１０：４０

４月１８日
（水）

守木公民館 １３：３０～１４：２０

４月２０日
（金）

４月１９日
（木）

４月２１日
（土）

中島公民館 １０：１０～１０：５０

●
狂
犬
病
予
防
注
射

は
、
今
回
の
集
合

注
射
以
外
で
も
、

各
動
物
病
院
で
受

け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
犬
を
飼
っ

て
い
る
人
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
！

飼えなくなった犬・猫の引取りを市内３カ所
で行ってきましたが、平成１９年度からは市内１
カ所となります。
これは、犬・猫の引取り事業が県の事業とし

て行われているもので、原則として各市町１カ
所で実施となっているからです。平成１８年度ま
では合併後の調整期間として、３カ所で行われ
ていました。
なお、引取り日時は、毎月１５日発行の広報カ

レンダーで確認をお願いします。

●変更前 伊豆長岡、大仁、韮山庁舎の市内３
カ所で実施

●変更後 韮山庁舎（市内１カ所）のみで実施

変わります！
「飼えなくなった犬・猫」の引取り会場

韮山ふれあい農園
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東海大会優勝！７月、全国大会へ
バウンドテニス

名古屋市で開催された第２回東海ブロックバウンド
テニス選手権大会ミドルの部（４５歳以上）女子シング
ルで優勝した伊賀みどりさん（四日町）が、３月６日、
市長を訪れ同大会の優勝と、全国大会出場を報告しま
した。伊賀さんは、今大会の決勝で、昨年決勝で敗れ
た選手と再び対戦。見事勝利を収め、雪辱を果たしま
した。過去最高位を上回ることを目標に「チャンスを
生かして頑張りたい」と７月に行われる全国大会に向
けての意気込みを語りました。

三
月
十
一
日
、
あ
や
め
会
館
で
、
橋
本

敬
之
氏
（
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）
を
講

師
に
招
き
、
文
化
財
講
座
「
伊
豆
の
国
市

と
狩
野
川
の
災
害
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
二
十
人

が
集
ま
り
、
江
戸
時
代

の
水
害
で
は
、
現
代
の

災
害
に
比
べ
被
害
が
広

い
範
囲
に
及
ん
で
い
て

も
、
死
者
が
発
生
す
る

こ
と
が
ま
れ
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
江
戸
時
代
の

治
水
に
対
す
る
考
え
方

が
現
代
と
ま
っ
た
く
違

う
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

小
島
一
三
さ
ん
（
韮
山
多
田
）
は
、
三
期

十
二
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
韮
山
町
議
会

議
員
を
、
ま
た
二
期
六
年
に
わ
た
り
韮
山

町
農
業
委
員
会
委
員
を
つ
と
め
、
地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
た
た

え
、
二
月
一
日
付
け
で
、
天
皇
か
ら
高
齢

者
叙
勲
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
に
県
庁
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
県
知
事
か
ら
賞
状
、
勲
章
等
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
お

か
げ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
管
理
に
務
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

三
月
二
日
、
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
・
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー（
伊
豆
市
）と
株
式
会
社
ベ
ル
ホ
ー
ル
年
輪
堂

（
中
条
）の
二
社
と
、
大
規
模
災
害
時
の
協
力
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
遺
体
収
容
や
安
置
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
資
機
材

等
の
提
供
を
行
う
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
調

印
式
は
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
本
店
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
伊
豆

の
国
組
合
長
と
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

静
岡
県
の
第
三
次
地
震
被
害
想
定
に
よ
れ
ば
、
東
海

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
伊
豆
の
国
市
で
は
、
百
十
一

人
が
亡
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
協
定
締
結

に
よ
り
、
発
災
後
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

三
月
十
一
日
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
大

ホ
ー
ル
で
、
第
五
回
狩
野
川
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、「
ち
ょ
っ
と
気
軽
に
ク

ラ
シ
ッ
ク
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

静
岡
交
響
楽
団
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の

沼
田
園
子
さ
ん
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
仲
戸

川
智
隆
さ
ん
ら
に
よ
る
華
麗
な
演
奏
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
だ

れ
も
が
気
軽
に
音
楽
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、

演
奏
楽
器
の
解
説
も
加
え
ら
れ
、
楽
し
い

公
演
と
な
り
ま
し
た
。

県
道
田
原
野
函
南
停
車
場
線
の
拡
幅
工

事
に
伴
い
、
移
転
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
浮
橋
公
民
館
と
大
仁
方
面
隊
第
六
分
団

詰
所
つ
め
し
ょ

の
う
ち
、
詰
所
部
分
が
完
成
し
、
三

月
十
二
日
に
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
新

詰
所
は
、
旧
建
物
か
ら
約
三
十
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
西
側
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
消
防
団
長
を
は
じ
め
と
す
る

消
防
団
関
係
者
や
関
係
区
長
、
地
主
や
市

議
会
議
員
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
市
長

か
ら
諏
訪
消
防
団
長
に
詰
所
伝
達
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
の
消
防
団
活
動
等
を
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
有
事
の
際
の
拠

点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
大
き
な
存
在
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

2/27

高
齢
者
叙
勲
を
授
与

韮
山
多
田
、
小
島
さ
ん

3/2

災
害
時
に
お
け
る
遺
体
収
容
な
ど
の
協
力
を
確
認

葬
祭
業
者
二
社
と
協
定
締
結

3/6

ラケットを見せながら、バウンドテニス
の説明をする伊賀さん（右）

３月３日、あやめ会館で、第２回歯周病予防講演
会を行いました。約６０人が集まり、歯科衛生士の杉
山総子さんによる講演や市歯周病予防対策委員会会
長の青崎美代子さんによるアンケート結果報告を熱
心に聞き入りました。
講演では、食べる機能の回復と専門的な口腔ケア

は、全身の健康維持につながることが伝えられ、実
例を上げたビデオ上映や口の体操なども紹介されま
した。また、市内８０歳の人を対象とした残存歯数調
査では、保持歯数が約１３本で、全国平均９本に比べ、
高い結果であることが報告されました。

８０歳の残存歯数が全国平均上回る
第２回歯周病予防講演会3/3

参
加
者
か
ら
「
口
腔
ケ
ア
の
具

体
的
な
方
法
が
わ
か
っ
た
」「
口

の
体
操
を
実
践
し
て
み
た
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

3/11

今
昔
の
災
害
を
比
較

伊
豆
の
国
市
の
災
害
史 講演に聞き入る参加者たち

3/11

名
曲
に
酔
い
し
れ
る

狩
野
川
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

3/12

詰
所
完
成大仁

方
面
隊
第
六
分
団 伝達証書を受ける諏訪消防団長（中央）

クラシックの名曲を奏でる演奏者たち

2/17
･18
二
日
間
で
約
一
千
人
が
梅
を
観
賞

お
お
ひ
と
梅
ま
つ
り

満
開
の
梅
に
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
た
梅
ま
つ
り
会
場

二
月
十
七
日
、
十
八
日
の
二
日
間
、
大
仁
神

社
境
内
を
主
会
場
に
、
お
お
ひ
と
梅
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
例
年

よ
り
梅
の
開
花
が
早
く
、
ま
つ
り
当
日
、
梅
林

は
ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
行
い
ま
し
た
。
神
社
境
内
で
は
、
雅
楽

や
民
謡
な
ど
の
披
露
の
ほ
か
屋
台
も
出
店
。
会

場
周
辺
で
は
梅
お
散
歩
ラ
リ
ー
な
ど
、
ま
た
梅

林
で
は
、
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
、
恒
例
の
甘
酒
サ

ー
ビ
ス
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
時
天
候
が
く
ず
れ
た
も
の
の
、
二
日
間
で

約
一
千
人
が
梅
林
を
訪
れ
、
一
足
早
い
春
の
香

り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た

Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
杉
山
一
義

組
合
長（
左
）と
市
長

県知事から賞状を受け取る小島さん（左）
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この教室では、運動指導の資格を持った講師が、体を動か
すことはもちろんですが、運動の基礎知識も分かりやすく説
明します。例えば、どのくらいの強さの運動や歩き方をすれ
ば効果がでるのか？など。普段運動をしていない人も、運動
している人も、誰でも自由に参加できます。皆さんの参加を
お待ちしています。

●対　象　伊豆の国市民

●定　員　３０人

●参加料　無料

●持ち物　体育館シューズ、バスタオル、

水分補給できるもの　

※運動のできる服装で参加してください。

●申込み　４月１６日（月）までに健康づく

り課へ電話で申し込み

●注　意　・病院で治療を受けている人

は、医師の参加許可が必要で

す。

・血圧等の服薬をしている人

は、必ず服用してきてくださ

い。

●問合せ　健康づくり課

電話０５５８‐７６‐８０１４

日　程 時間／会場 講話内容 運動内容

４月１８日（水）

９：１５～１１：３０
大仁体育館

美しい姿勢、歩き方 ウォーキング、大腰筋ウォーキング

５月 ２日（水） 有酸素運動の効果と方法 リズムウォーキング

６月２０日（水） 目標心拍数 エアロビクス

７月１８日（水） 肩こり・腰痛・膝痛のメカニズム 肩こり・腰痛・膝痛エクササイズﾞ、ソフトエアロビ

８月２９日（水） 美しい姿勢、歩き方 ウォーキング、大腰筋ウォーキング

９月１９日（水） 有酸素運動の効果と方法 リズムウォーキング

１０月２４日（水） 目標心拍数 エアロビクス

１１月２１日（水） 肩こり・腰痛・膝痛のメカニズム 肩こり・腰痛・膝痛エクササイズﾞ、ソフトエアロビ

１２月１９日（水） 美しい姿勢、歩き方 ウォーキング、大腰筋ウォーキング

平成２０年１月１６日（水） 有酸素運動の効果と方法 リズムウォーキング

平成２０年２月２０日（水） 目標心拍数 エアロビクス

平成２０年３月１９日（水） 肩こり、腰痛、膝痛のメカニズム 肩こり・腰痛・膝痛エクササイズﾞ、ソフトエアロビ

＜コンテスト概要＞

▼会場設置の特設花壇（９０�a×９０�a）に花
や植木を並べてオリジナルの花壇を制作。
▼花や植木の調達は、設定された予算の範
囲内で会場内店舗にて自由に選定。
▼花壇は１週間程度展示し、飾り付けた花
や植木については展示終了後、参加賞として参加者に配布。
＜募集チーム数＞

▼先着１６チーム限定（１チームは２～５人）
＜参加条件等＞　

▼花壇の飾りとして、自作の飾りの持ち込みが
可能。ただし、コンテスト終了後の展示期間
中、飾ったままでも良いもので、コンテスト
当日のみ使用して持ち帰るような飾りは不可。 ●問合せ　環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

花
と
緑
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
と
生
ご
み
の

堆
肥
化
を
推
進
す
る
「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か

し
で
花
と
野
菜
の
ま
つ
り
」
が
一

体
と
な
り
、『
春
の
祭
典
』
と
し

て
模
様
替
え
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
十
月
に
は
、

『
秋
の
祭
典
』
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
ま
つ
り
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
お
友
達

と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
体
験
コ
ー
ナ
ー

花
壇
作
り
コ

ン
テ
ス
ト
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
、
竹
細
工
教
室
、
竹

炭
制
作
体
験
、
花
ポ
ッ
ト
移
植
体

験
な
ど

●
展
示
コ
ー
ナ
ー

写
真
パ
ネ
ル

（
市
の
花
）
展
示
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
利
用
し
た
作
品
展
示

●
出
店
コ
ー
ナ
ー

花
・
庭
木
・

園
芸
資
材
関
係
の
出
店
、
各
種
飲

食
関
係
の
出
店
な
ど

児童扶養手当が支払われます
●平成１８年１２月～平成１９年３月分の児童扶養手当を、４月１１日（水）
に振り込みます。
●４月１２日（木）以降、指定口座への入金をご確認ください。

問合せ　福祉課　電話０５５８‐７６‐８００８

●「市の花・
市の木」の紹

介、梛
なぎ

の記念植樹

●ＥＭぼかし
の使い方教室

●花と緑に関
する講習会

・廣瀬和榮先
生（市生涯学

習塾講師・農
学

博士）

・高橋さゆり
先生（ハンギ

ングバスケッ
ト

マスター・エ
クステリアプ

ランナー）
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団体名 問合せ 練習日 練習時間 練習場所 条件等

松枝晴美
電話０５５‐９４８‐５１１４

水・金 １８：００～２０：００ 長岡体育館
小学１～６年生の女子、見
学大歓迎、随時入団可、週
１回の練習も可

山本宝
電話０５５‐９４９‐０６１９

月　　
木　　
土

１８：３０～２１：００
１８：３０～２１：００
１８：００～２１：００

韮山小体育館　
韮山体育館　　
韮山体育館

小学１～６年生の明るく元気
な女の子

土屋誠敏
電話０５５８‐７６‐８１２１

水 １９：００～２１：００ 大仁北小体育館
原則として市内の小・中学生
（男女不問）、ただし小学生は高
学年とします

植地茂樹
電話０５５‐９４８‐６２５１

火・金を
除く毎日

１８：００～２１：００
前後

長岡南小グラウンド
主に伊豆長岡地区の元気な小学
生（男女不問）、園児は年中から
入団可、週１～２回学年別練習

石田孝樹
電話０５５‐９４９‐７２２９

土・日・
祝日

９：００～１２：００
韮山小・韮山南小グラ
ウンド、山運動公園多
目的広場

韮山小・韮山南小に通う１～６
年生（市内他校区の場合は協議）、
４月１４日入団説明会

高井忠人
電話０５５８‐７６‐５５３５

土　　
日・祝日

８：００～１２：００
１３：００～１７：００

大仁北小グラウンド
市内在住の年長～小学６年
生（男女不問）、随時入団可

市川久男
電話０５５８‐７９‐０９４３

水　　
土

１９：００～２１：００
１３：３０～１６：３０

大仁小グラウンド
大仁神島グラウンド

原則として市内在住の小学１～
６年生、季節や低学年、高学年
で練習終了時間が変動します

加藤世理子
電話０５５‐９４７‐１５９５

月・木　　
土

１８：３０～２１：００
８：４５～１２：００

長岡中体育館
長岡南小体育館

土曜は第２・４のみ、長岡南
小、長岡北小に通う児童（男
女不問）、随時見学や体験可

高氏博章
電話０５５‐９４９‐０２００

水　　
土・日

１７：３０～１９：００
１３：００～１７：００

韮山小体育館
小学１～６年生（男女不問）、
随時入団可、４月１４日入
団説明会

三栖光代
電話０５５８‐７６‐１０１５

水　　
土

１９：００～２１：００　　
８：００～１２：００

大仁中体育館
大仁小体育館

大仁地区に在住の小学生
（男女不問）、随時入団可

）
渡邉純
電話０５５‐９４８‐４７３９

土　　
日・祝日

１３：００～１７：００
９：００～１７：００

江間グラウンド
伊豆長岡地区に在住の小学生
（男女不問）、見学自由、随時入
団可、４月１４日入団説明会

小林和浩
電話０５５‐９４９‐５１５０

土・日・
祝日

８：３０～１６：３０
韮山運動公園多目
的広場他

土曜は第２・４のみ、韮山地区に
在住の園児～小学６年生（男女不
問）、４月１４日入団説明会・受付

団体名 問合せ 練習日 練習時間 練習場所 条件等

小森勇
電話０５５８‐７６‐５３２６

土・日・　　
祝日

８：３０～１７：００ 大仁小グラウンド
大仁小・大仁東小に通う１
～６年生（男女不問）、体験
入団を随時受付

鈴木津秋
電話０５５８‐７６‐０７９６

土　　
日・祝日

大仁北小グラウンド
大仁北小に通う１～３年生
の男子

岩澤勇治
電話０５５‐９４８‐３１４４

火・木・　　
金・土

１９：００～２１：００ 長岡体育館柔道場
金曜日は小学３年生以上、
祝日は休み、随時募集

長嶋秀基
電話０５５‐９４９‐６６６４

火
木
金　　　

１９：００～２１：００
１９：００～２０：００
１９：００～２１：００

韮山体育館柔道場
小学１年生以上（男女不問）、
見学自由、随時募集、４月
２０日・２４日入団説明会

久保田裕明
電話０５５‐９４８‐１８６９

月
木

１９：００～２０：３０
１９：００～２０：３０

長岡北小体育館
長岡体育館剣道場

園児～中学生（男女不問）、
随時募集、防具貸与可

石井豊
電話０５５‐９４９‐０４１４

水・木　　
土

１９：００～２０：３０
１８：３０～２０：３０

韮山体育館剣道場
水曜の剣道形は自由参加、園児～
一般まで（男女不問）、随時募集、
時間相談可、防具貸与可

平田守秀
電話０５５‐９４９‐０７８５　

火・土 １９：００～２１：００ 韮山南小体育館
小学１年生以上（男女不問）、見学
自由、随時募集、防具貸与可

飯田里美
電話０５５８‐７６‐７５２５

水・金 １９：００～２１：００ 大仁武道館
幼稚園・保育園年長以上（男
女不問）、見学自由、随時募
集、防具貸与可

斉藤政実
電話０５５‐９４８‐２１８０

水
土

１９：００～２０：３０
１９：００～２０：３０

長岡体育館剣道場
江間専用道場

幼稚園・保育園年長以上（中
学生以上も可）、随時募集

佐々木由紀子
電話０５５‐９４９‐５００４

金 １９：００～２１：００ 韮山南小体育館
幼稚園児～大人（男女不問）、
型中心、中学生以下は２０：
３０まで、随時募集

松下泰孝
電話０５５‐９４８‐５９５０

火・金 １９：００～２１：００ 長岡南小グラウンド
火曜日は小学３～６年生、
金曜日は小学１～６年生

川口弘美
電話０５５‐９４９‐８３７２

火　　
日

１９：００～２１：００
１０：００～１２：００

韮山小体育館　
韮山テニスコート

韮山地区の小学３年生以下
（男女不問・人数制限あり）、
４月２４日入団説明会

１３：３０～１７：００
９：００～１２：００

田村清久
電話０５５‐９４９‐４９５１

月　　
木
土・日

１８：３０～２０：３０
１９：００～２１：００
９：００～１７：００

韮山小体育館
韮山体育館　　
韮山南小・大仁北小体育館

小学１～５年生の男子、学年
別練習／１年生週１回・２～
３年生週２回・４年生週３回

岩谷季之
電話０５５８‐７６‐０８５７

火・木　　
土

１９：００～２１：００
１５：００～１８：００

大仁小体育館
市内在住の元気な小学１年
～６年生の男女、週１回の
練習も可

山本みどり
電話０５５‐９４９‐５５７９　

月 １９：００～２１：００
韮山運動公園多目
的広場

市内在住の小中学生（男女不問）、
４月１６日・２３日申込み受付
（申込みは毎年４月のみ）

スポーツ少年団に関する問合せは… 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

伊豆の国市スポーツ少年団では、やる気ある新し
い仲間を募集しています。見学や体験入団なども行
われていますので、興味のある人はぜひ足を運んで
みてください。
詳しい内容や入団方法などについては、各団へお

問い合わせください。
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アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

●日　時 ６月２３日（土）
【午前の部】開場１０：３０　開演１１：００
【午後の部】開場１３：００　開演１３：３０

●会　場　韮山時代劇場　大ホール（全席指定）
●チケット 一般２，０００円　高校生以下１，０００円
●チケット販売所 韮山時代劇場、アクシスかつらぎ、各庁舎市民サービ

ス課、水口書店、すみや大仁店、伊豆箱根鉄道大場
駅・三島広小路駅・修善寺駅

※各庁舎市民サービス課でのチケット販売は、４月１６日（月）からにな
ります。
※チケット販売時間は各販売所にお問い合わせください。
※韮山時代劇場とアクシスかつらぎでのチケット
電話予約は、４月１５日（日）から受け付けます。
●問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

米村でんじろうサイエンスショー米村でんじろうサイエンスショー

３３回目の今回は、チェンバロ編
と題して、チェンバロ奏者の杉山
佳代さんをお招きします。
チェンバロ独特の音色をどうぞ

心ゆくまでお楽しみください。

●日　時 ４月１４日（土）
開場１８：３０
開演１９：００

●会　場 アクシスかつらぎ　
多目的ホール（全席自由）

●出　演 杉山佳代
●入場料 無料
●問合せ アクシスかつらぎ　

電話０５５‐９４８‐０２２５

巨大空気砲

ブーメラン発射機

テレビ等で活躍中の米村でんじろうさんによるサイエンスショー
を行います。でんじろうさんが科学実験を小さな子どもにもわかり
やすく、楽しくショー形式で説明してくれます。
どんな実験が行われるかは当日のお楽しみ！

4月14日
（土）
4月14日
（土）

米村でんじろう

広
報
い
ず
の
く
に
三
月

一
日
号
と
一
緒
に
自
治
会

を
通
し
て
「
平
成
十
九
年

度
伊
豆
の
国
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
配
布
し
ま
し
た
。

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
市
役
所
各

庁
舎
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
乱
丁
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

届きましたか？

平成１９年度
伊豆の国

市民カレンダー●問合せ　秘書広報課
電話０５５‐９４８‐１４３１

ピ
ー
コ

ピ
ー
ス
ケ

問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

ここは、市内長岡地
区の道路です。付近には公園が

あり、また通学路にもなっているため
歩行者が多いのですが、見通しも悪く、バ

スなどの大型車両も頻繁に通過する場所です。
ドライバーは、歩行者の安全を第一に細心の注意をお願いし
ます。さて、次の場合、あなたは方向指示器を【右・
左・出さない】どのように操作しますか？

問１　①から③へ進行する場合は？

問２　①から④へ進行する場合は？

問３　③から①へ進行する場合は？

問４　④から③へ進行する場合は？
※標識の指示に従い、〔止まれ〕の停止線では、必ず一時
停止してください。

月 件数 死者 傷者

２月 ２５ ０ ３４
１９年累計 ５８ ０ ８８伊豆の国市内

入園・入学シーズンに合わせ、「新入学園（児）を交
通事故から守る県民運動」を行います。大人の方は、
子どもたちの手本となれるよう、交通ルールを守り
行動してください。（大仁警察署交通安全指導員）

私
は
毎
日
自
転
車
で
通
勤

し
て
い
ま
す
。
職
場
に
行
く

間
に
、
一
時
停
止
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
所
が
何
箇
所

か
あ
り
ま
す
。
で
も
ほ
と
ん

ど
の
自
動
車
が
、
一
時
停
止

を
無
視
し
て
行
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
私
は
何
度
も
怖
い
目

に
遭
い
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
自
転
車
の
方
が
止
ま

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

一
時
停
止
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
場
所
で
は
「
必
ず

止
ま
る
こ
と
」。
も
う
一
度
教

習
所
で
勉
強
し
た
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
す
。

四
月
四
日（
水
）か
ら
九
日（
月
）

ま
で
の
六
日
間
、『
安
全
は
　
自

ら
　
う
ち
か
ら
　
地
域
か
ら
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
入
学
（
園
）

児
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
と
し

た
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
行
動
の
特
性
は
、

●
ひ
と
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く

と
周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く

な
る
。

●
大
人
の
ま
ね
を
す
る
。

●
視
点
の
高
さ
が
低
く
、
大
人
よ

り
視
野
が
狭
い
。

な
ど
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
も
予
測
が

及
ば
な
い
行
動
を
と
り
が
ち
で

す
。
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、

「
止
ま
る
」
「
右
手
を
あ
げ
る
」

「
（
右
・
左
・
後
方
を
）
見
る
」

「（
車
の
音
を
）
聞
く
」「
歩
い
て

渡
る
」
の
五
つ
の
約
束
を
子
ど
も

た
ち
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
指

導
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
大

人
が
良
き
手
本
と
な
る
こ
と
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

正
し
く
理
解
し
実
践
し
ま
し
ょ

う
。（平成１９年）

（
市
内
在
住
　芹沢

さ
ん
／
男
性
）

解答（解説）③⇔④が優先の本線車道です。
問１【左】へ出す。（支線から本線へ進入するため）
問２【右】へ出す。（支線から本線へ進入するため）
問３【右】へ出す。（本線から支線へ出るため）
問４【出さない】でそのまま進行する。（本線を進

行するため）

新
入
学（
園
）児
を

交
通
事
故
か
ら

守
る
県
民
運
動

伊豆の国市
長岡の交差点
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今月の

新着本

【中央図書館】

電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　４月２日（月）･９日（月）
１６日（月）･２３日（月）
２７日（金）･３０日（月）

【長岡図書館】

電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　４月２日（月）･９日（月）
１６日（月）･２３日（月）
２７日（金）･３０日（月）

【韮山図書館】

電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　４月４日（水）･１１日（水）
１８日（水）･２５日（水）
２７日（金）･３０日（月）

問合せ

｢赤朽葉家
あかく ち ば け

の伝説｣   

桜庭一樹／東京創元社

千里眼の祖母、漫画家
の母、そして何者でも
ない私。戦後史を背景

に、鳥取の旧家に生きる三代の女た
ち、そして彼女たちを取り巻く製鉄
一族の姿を描き上げた渾身

こんしん

の雄編。
【長岡・韮山図書館所蔵】

「昼は雲の柱」

石黒耀／講談社

富士山の地下で、怪し
げな低周波地震が頻
発。そしてついに噴火

の日を迎え、富士山の山体が崩壊す
る…。富士山の大噴火を仮想体験で
きる近未来シミュレーション小説。

【中央図書館所蔵】

信長誕生前夜の戦国、奥三河・野
田城主菅沼家三代に光を当て、知
られざる英傑たちの熱き戦いを追
う歴史巨編。中国歴史小説の巨匠
が初めて挑む戦国日本。全５巻、
以下続刊。 【中央図書館所蔵】

「風は山河より 第１・２巻｣
宮城谷昌光

新潮社

｢世間の辻　

公事宿事件書留帳｣  

澤田ふじ子／幻冬舎

公事宿は現代の弁護士
事務所兼宿泊施設。こ

こに居候する田村菊太郎が鮮やかに
事件を解決する人気時代小説。表題
作ほか全６編。

【中央図書館所蔵】

｢ブレイクスルー・

トライアル｣  

伊園旬／宝島社

生体認証システム、新
型警備ロボット。技術

の粋をつくした難攻不落の研究所を
突破し、１億円を手に入れろ！現代
版金庫破りサスペンス。

【韮山図書館所蔵】

｢最愛｣   

真保裕一／新潮社

１８年間音信不通だっ
た姉が、意識不明で救
急病院に搬送された。

それは婚姻届を出した翌日の出来事
だった。姉が選んだ夫はかつて人を
殺
あや

めた男だという。慟哭
どうこく

の長編恋愛
小説。【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢教室の悪魔 見えない「い

じめ」を解決するために｣   

山脇由貴子／ポプラ社

子どもの世界で何が起
こっているのか？大人

が知っている「いじめ」と子どもた
ちの「いじめ」の現実との大きなギ
ャップを示し、いま大人がなすべき
ことを提示する。【中央図書館所蔵】

｢どこから笑顔が ホスピス

でいのちに寄り添って｣   

赤井聖子／女子パウロ会

ホスピスは最期の「い
のち」を生きるための

場所。支える人、寄り添う人がいれ
ば、人はどんな苦しいときにも笑え
ます。ホスピス看護師が経験した
「いのち」の重さ。【韮山図書館所蔵】

｢そこにいますか日常の短歌｣  

穂村弘／編・西村敏雄／絵

岩崎書店

う～んと唸
うな

るものか
ら、よくわからないも

のまで。水洗便所、あいさつ、ねじ
など、日々のふとしたことがらを短
歌１４首と趣きのある絵とともに楽
しんでください。【中央図書館所蔵】

●４月１日から、長岡・韮山図書館の休館日が変わりました。詳しくは、図書館ホームページ、各館で配布して

いる図書館カレンダー等でご確認ください。また、毎月の休館日は、広報いずのくに１日号でお知らせします。
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その２４

指定文化財紹介シリーズ１０

山木遺跡出土の
生産・生活用具

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

戦
後
ま
も
な
く
静
岡
市

の
登
呂
で
住
居
跡
や
木
製

品
や
土
器
な
ど
、
多
く
の

出
土
品
が
発
見
さ
れ
て
、

日
本
の
歴
史
を
再
発
見
す

る
資
料
と
し
て
大
い
に
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
考

古
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た

の
も
こ
の
調
査
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

続
い
て
昭
和
二
十
五
年

に
は
伊
豆
韮
山
で
農
業
排

水
路
工
事
の
現
場
か
ら
多

量
の
土
器
や
木
製
品
が
発

見
さ
れ
、
た
だ
ち
に
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
山
木
遺
跡
で
、

登呂遺跡
高床倉庫
復元のモデル

夥
お
び
た
だし
い
量
の
田
下
駄

た
　
げ
　
た

や
鋤す
き

な
ど

の
農
具
や
、
柱
や
梯
子
な
ど
の
建

築
用
材
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
窪
地

に
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、

ね
ず
み
返
し
が
取
り
付
け
ら
れ
た

ま
ま
の
高
床
倉
庫
の
柱
が
あ
り
、

登
呂
遺
跡
で
は
用
途
の
分
か
ら
な

か
っ
た
円
形
の
板
が
、
ね
ず
み
返

し
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
ね
ず
み
返
し
の
取
り
付
け

ら
れ
た
ま
ま
の
柱
や
、
多
く
の
建

築
用
材
を
参
考
に
し
て
登
呂
遺
跡

の
高
床
倉
庫
が
復
元
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
時
に
出
土
し
た
遺
物
の

山木遺跡出土の生産・生活用具の概要

名　称 重要民俗資料
「山木遺跡出土の生産・生活用具」２３９点
衣食住関係　１５４点
生産関係　　６４点

その他　　　２１点
指定年月日 昭和４１年６月１１日

所在地 伊豆の国市韮山（市韮山郷土史料館）
所有者 伊豆の国市
時　代 弥生時代～古墳時代・平安時代
見学料金 ３００円（市民は半額）
問合せ 社会教育課、または韮山郷土史料館（電話

０５５‐９４９‐４１２７（水曜日休館）

山木遺跡からの出土品の数々

う
ち
二
百
三
十
九
点
が
昭
和
四
十

一
年
六
月
十
一
日
に
『
出
土
品
の

保
存
状
態
も
良
く
、
弥
生
時
代
の

生
活
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
り
、

ま
た
後
世
の
生
産
用
具
や
生
活
用

具
と
の
関
連
を
知
る
上
で
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
』
と
し
て
、
重
要

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

遺
跡
か
ら
の
出
土
品
が
民
俗
資
料

と
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本

で
こ
れ
だ
け
で
す
。

山
木
遺
跡
は
そ
の
後
二
十
回
ほ

ど
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、

村
の
あ
っ
た
場
所
、
墓
地
の
場
所
、

水
田
の
あ
っ
た
場
所
な
ど
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
時
代
は
当
初
、

弥
生
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
調
査
で
弥
生
時
代

に
住
み
始
め
て
、
古
墳
時
代
に
最

も
村
が
栄
え
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ま
た
、
平
安
時
代
に
は
田
方
平

野
全
体
に
水
田
が
開
発
さ
れ
た
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

山
木
遺
跡
の
木
製
品
（
梯
子
、

ね
ず
み
返
し
、
扉
、
田
舟

た
ぶ
ね

、
田
下

駄
、
大
足
お
お
あ
し

、
鍬く
わ

、
鋤
、
皿
、
鉢は
ち

、

片
口
か
た
く
ち

、
弓
、
火
起
こ
し
具
、
杵き
ね

な

ど
）
や
土
器
各
種
、
砥
石
と
い
し

、
ガ
ラ

ス
玉
な
ど
多
数
を
江
川
邸
裏
門
脇

の
韮
山
郷
土
史
料
館
で
展
示
し
て

い
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
遺
跡
地
図
を
発
行

こ
の
度
、
伊
豆
の
国
市
全
体
の
遺
跡
地
図
を
発
行
し
ま
し

た
。
市
内
に
は
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
二
百
二
十
五
カ
所
も

の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡
地
図
に
は
遺
跡
の
位
置
、
時
代

な
ど
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
遺
跡
の
と
こ
ろ
で
工
事
な
ど

を
行
う
場
合
の
手
続
き
の
仕
方
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

土
木
業
者
や
、
市
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
、
学
校
で
の

自
由
研
究
に
は
こ
の
遺
跡
地
図
が
便
利
で
す
。

遺
跡
地
図
は
市
役
所
各
支
所（
韮
山
、
大
仁
）と
韮
山
郷
土

史
料
館
、
社
会
教
育
課（
あ
や
め
会
館
）に
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

料
金
は
、
無
料
で
す
。
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いずのくにいずのくにのの女女ひと

最 終 回

伊豆の国市内に住む、働く、または縁のある、輝いてる女性たち。
最終回は、伊豆の国観光協会にお勤めの、笠松奈央さんを紹介します。

半
年
経
っ
た
今
の
心
境
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。「
初
め
の
こ
ろ
は
、

観
光
情
報
も
、
道
案
内
も
何
も

分
か
ら
ず
、
協
会
事
務
所（
ア
ク

シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）に
問
い
合
わ
せ

ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

少
し
ず
つ
勉
強
し
て
、
最
近
は

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
誌
の

助
け
は
借
り
て
ま
す
け
ど（
笑
）」。

奈
央
さ
ん
が
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
は
、
や
は
り
お
客
さ
ん

か
ら
感
謝
さ
れ
た
と
き
。「
観
光

案
内
を
し
た
お
客
様
に
、『
分
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
』と
言
わ
れ
た
と
き
は
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
」。

平
日
は
も
っ
ぱ
ら
観
光
案
内

で
す
が
、
週
末
は
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
も
奮
戦
し
ま
す
。
こ
の
半

年
間
、『
パ
ン
祖
の
パ
ン
祭
り
』

好きな言葉は「粒粒辛苦
りゅうりゅうしんく

」（こつこつと努力
を重ねること）。市内お気に入りスポット
は大仁梅林。趣味はお菓子やビーズ作り。

で
は
パ
ン
を
販
売
、『
お
お
ひ
と

梅
ま
つ
り
』
で
は
梅
お
散
歩
ラ
リ

ー
の
受
け
付
け
、
他
の
イ
ベ
ン
ト

で
も
多
く
の
雑
用
を
こ
な
し
て
来

ま
し
た
。「
や
る
こ
と
す
べ
て
が

初
体
験
。
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け

て
い
た
だ
い
て
、
日
々
勉
強
し
て

い
ま
す
」と
、
と
て
も
謙
虚
な
奈

央
さ
ん
。

そ
ん
な
彼
女
が
今
担
当
し
て
い

る
の
が
『
狩
野
川
桜
ま
つ
り
』
。

「
イ
ベ
ン
ト
は
三
月
末
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
四
月
七
日（
土
）ま
で

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
一

言
。「
地
元
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
み
る
と
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
意
外
な
情
報
や
、

見
え
な
か
っ
た
地
元
の
良
さ
を
発

見
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」。

週
末
は
み
ん
な
で
奈
央
さ
ん
に
会

い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

大仁観光案内センター勤務。「ここ
にも気軽に遊びに来てくださいね」

私
の
家
か
ら
は
、

が
よ
く
見
え
る
ん
で
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
育
っ
た
の
で
、
高
校

生
の
こ
ろ
か
ら
、
多
く
の
人
に
伊

豆
へ
来
て
、
こ
の
景
色
を
見
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
い
う
奈
央
さ
ん
。
進
学
し
た
短

大
で
は
商
経
学
科
・
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
を
専
攻
し
ま
し
た
。
卒

業
時
に
は
観
光
の
就
職
先
が
な

く
、
一
年
半
ほ
ど
医
療
事
務
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
九

月
、
つ
い
に
夢
が
叶
い
、
伊
豆
の

国
観
光
協
会
で
働
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

一
週
間
の
ほ
と
ん
ど
を
、
伊
豆

洋
ら
ん
パ
ー
ク
敷
地
内
の
大
仁
観

光
案
内
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る
奈

央
さ
ん
。
こ
こ
は
『
道
の
駅
』
で

も
あ
る
の
で
、
多
く
の
観
光
客
が

休
憩
や
情
報
収
集
に
立
ち
寄
り
ま

す
。
奈
央
さ
ん
に
、
勤
め
て
か
ら

富
士
山
　

笠松
かさまつ

奈央
な　お

さん（伊豆の国観光協会）

る
先
進
国
。
し
か
し
一

方
で
、
そ
れ
を
当
た
り

前
の
権
利
と
し
て
受
け

取
っ
て
い
る
途
上
国
が

あ
る
こ
と
に
違
和
感
を

感
じ
て
い
る
外
国
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
決
し

て
僕
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
立
派
な
道

路
や
公
園
が
整
備
さ
れ

て
も
、
そ
れ
ら
を
使
う

人
々
の
心
（
モ
ラ
ル
）
が

整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
微

力
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
育
ん
で
い

く
の
が
我
々
隊
員
の
役
割
で
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

『
無
関
心
』か
ら『
関
心
』へ

あ
る
隊
員
が
任
期
を
終
え
て
日

本
へ
帰
る
と
き
、
一
緒
に
働
い
て

い
た
現
地
の
同
僚
に
、「
日
本
へ

帰
っ
て
か
ら
何
か
し
て
ほ
し
い
こ

と
が
あ
る
か
」
と
尋
ね
た
そ
う
で

す
。
そ
の
と
き
彼
女
の
口
か
ら
出

た
言
葉
は
、「
何
も
し
て
ほ
し
い

こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
私
た
ち

の
よ
う
な
生
活
、
悩
み
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」と
い
う
一
言
で
し
た
。

以
前
の
僕
は
、
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
遠
い
異
国
の
地『
ア
フ
リ
カ
』

の
話
題
が
出
よ
う
と
も
、
箸
を
止

め
る
こ
と
も
な
く
、「
や
っ
ぱ
り

ト
ロ
は
最
高
だ
な
ぁ
〜
」
な
ど
と

思
い
な
が
ら
意
識
は
完
全
に
食
卓

に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の

マ
ラ
ウ
イ
で
二
年
間
を
過
ご
し
、

任
期
終
了
し
て
帰
国
し
た
後
は
、

ほ
ん
の
数
秒
し
か
流
れ
な
い
ア
フ

リ
カ
の
映
像
を
、
き
っ
と
意
識
を

も
っ
て
見
入
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

多
く
の
人
は
本
や
映
像
、
あ
る

い
は
他
人
の
体
験
談
か
ら
、
途
上

国
の
こ
と
を
知
り
、
自
分
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
ま
す
。
確
か
に
、
何
か
を
し

て
あ
げ
る
こ
と
や
、
実
際
に
現
地

へ
赴
き
活
動
を
す
る
こ
と
は
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。け
れ
ど
も
、

そ
れ
ら
が
で
き
る
人
は
、
僕
自
身

も
含
め
、恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、

幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
、
ま
ず
は
、
み
ん
な

が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

人
は
、
誰
か
に
好
か
れ
れ
ば
う

れ
し
く
な
り
、
嫌
わ
れ
れ
ば
悲
し

く
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
最
も

悲
し
い
こ
と
は
誰
に
も
何
の
感
情

も
抱
か
れ
ず
、『
無
関
心
』
で
い

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

約
一
年
に
わ
た
り
、
こ
の

『
Ｚ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
通
信
』
を
読
ん
で

援
助
は『
当
た
り
前
』？

現
在
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
に
は
、

多
く
の
外
国
や
国
際
機
関
か
ら
の

援
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
援
助
を
ま
っ
た
く
受
け
ず
に

頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、

一
方
で
援
助
を
受
け
る
の
は
、
決

ま
っ
て
同
じ
よ
う
な
人
で
あ
る
こ

と
が
現
実
と
し
て
あ
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
度
重
な
る
援
助
に
よ
っ

て
、
彼
ら
は
、
物
を
大
切
に
す
る

心
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

何
か
を
も
ら
っ
て
も
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
な
い
子
ど
も
。
外

国
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
て

「
何
を
く
れ
る
ん
だ
い
」
と
言
っ

て
く
る
大
人
…
。
国
際
協
力
を
当

た
り
前
の
義
務
と
し
て
行
っ
て
い

ＺＩＫＯＭＯ…マラウイ語で「どうも」の意味

最終回
マラウイと国際協力

青年海外協力隊・佐藤健太の

外国から届くたくさんの援助物資
を前にして、彼らは何を思うのか

佐藤健太さんは、任期終了の
平成１９年１１月末まで、アフリ
カのマラウイ共和国で青年海外
協力隊活動を続けた後、伊豆の
国市に『帰国』する予定です。

く
だ
さ
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
。
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
＝
無
関
心
で

あ
っ
た
、
マ
ラ
ウ
イ
と
い
う
国
に

少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

遠
い
ア
フ
リ
カ
の
地
よ
り
愛
を

込
め
て
、『
Ｚ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』。

（
お
わ
り
）

日本からの援助物資

表紙・桜の名所クイズの答え（カッコ内は地区名・花の見頃）
①狩野川さくら公園・昼（中條・例年３月末～４月上旬） ②狩野川リバーサイドパーク（天野・例年３月末～４月上旬）
③狩野川堤防の河津桜並木（神島・例年１月末～２月末） ④江間いちご狩りセンター付近（北江間・例年３月末～４月上旬）
⑤大仁中学校付近（三福・例年３月末～４月上旬） ⑥狩野川さくら公園・夜のライトアップ（開花時の約１週間）
⑦韮山反射炉（中・例年３月末～４月上旬） ⑧ＭＯＡ大仁農場のともえ桜（浮橋・例年４月中旬～４月末）
⑨狩野川放水路・珍野橋付近（南江間・例年３月末～４月上旬）⑩龍源院のシダレザクラ（三福・例年３月中旬～３月下旬）

皆さんは何カ所分かりましたか？この他にも隠れた名所を
ご存知でしたら、ぜひ広報担当までお知らせください。
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東京フィルハーモニー交響楽団
演奏会

日本最古の歴史と伝統を誇るオー
ケストラ、東フィルの演奏会です。
今回は、ソリストに人気の若きヴァ
イオリニスト川畠成道さんを迎えま
す。 とき／６月２日（土）開演１５：
００～　ところ／沼津市民文化セン
ター　出演者／指揮：渡邊一正、ソ
リスト（ヴァイオリン）：川畠成道　曲
目／悲劇的序曲（ブラームス）、ヴァ
イオリン協奏曲（メンデルスゾーン）、
交響曲第４番（チャイコフスキー）
入場料／Ｓ席４，３００円、Ａ席３，５
００円、高校生以下２，０００円（全席
指定）＊チケットは沼津市民文化セ
ンターチケットコーナー及び各プレ
イガイドで４月６日（金）から発売。
問合せ／沼津市民文化センター　電
話０５５‐９３２‐６１１１

楽寿園の花園まつり
とき／４月２４日（火）～５月２０

日（日）＊５月７日（月）・１４日（月）
は休園　ところ／三島市立公園楽寿
園　内容／①フラワーガーデンコン
テスト（投票は５月１３日まで）、
②花の販売・みどりの相談コーナ

ー（４月２４日（火）～２９日（日）、
５月４日（金）～６日（日）、１１日
（金）～１３日（日））、③夜間ライト
アップ（５月１１日（金）～１３日（日）
２１：００まで） 入園料／大人３００
円、子ども５０円　問合せ／三島市
水と緑の課　電話０５５‐９８３‐２６４２
三島市楽寿園 電話０５５‐９７５‐２５７０

春の柿田川みどりまつり
とき／４月１４日（土）・１５日（日）
９：００～１６：００　ところ／清水町総
合運動公園　内容／花とみどりの体
験教室、花と緑の展示即売、土・堆
肥等の配布ほか　問合せ／清水町都
市計画課　電話０５５‐９８１‐８２２４

井上靖生誕百年祭
オープニング・ステージ
入場無料ですので、ご家族・ご近

所・お友だちお誘い合わせの上お越
しください。 とき／４月２２日
（日）１０：３０～１６：００　ところ／天
城温泉会館　内容／開会式、朗読、
基調講演、市民劇団「しろばんば」
の本公演（開場１３：００） 問合せ／

井上靖生誕百年記念祭実行委員会事
務局（伊豆市教育委員会生涯学習課）
電話０５５８‐８３‐５４７６　ホームペー
ジhttp://www.city.izu.shizuoka.jp/から
ご覧ください。

函南町みどりまつり
これからの季節に向けて、お庭を

彩ってみませんか。 とき／４月２８
日（土）９：００～１６：００、２９日（日）
９：００～１５：００　ところ／函南町
役場駐車場　内容／草花や緑化木、
園芸用土、有機堆肥の即売、草花の
種や球根の無料配布。 問合せ／函
南町みどりの会事務局（函南町農林
商工課内） 電話０５５‐９７９‐８１１４

市では、子育てを支援する「地
域子育て支援センター」を２カ所
開設しています。親子で来園して
楽しく遊んだり、友達を作ったり、
保護者の育児情報交換の場として
ご利用ください。市内に住所があ
り、小学校就学前までの幼児と保
護者なら、どなたでも無料で利用
できます。
また「子育て相談」もあります

ので、お気軽にどうぞ。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１１：３０）
＊４月１日（日）～１５日（日）は休園

３０日（月）９：３０～　花まつり　
（※園行事に参加してください）
●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（ひまわり保育園大仁分園

地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
＊４月２日（月）は休園

５日（木）絵本の読み聞かせ
１０日（火）手形を押そう
１３日（金）リズム遊び
１８日（水）製作　　　
２０日（金）誕生会
２５日（水）避難訓練
２７日（金）クリーン作戦　　　　　
行事の時間はいずれも午前中

詳しくは各園へお問い合わせください。

●
選
挙
で
す
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●
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で
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思
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日
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・
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・
女
性
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→

申
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今
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●
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皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毎月、正解者の中から抽選で１０人に入浴剤（伊豆
長岡温泉）１セット（３袋入り）をプレゼントします。
皆さんのご応募お待ちしています。【応募方法】はが
きにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢（学
年）、職業、電話番号、身近な話題や感想、広報紙へ
のご意見などを書き添え、４月１３日（金）までに下記
へお送りください。いただいたご意見などは、広報で
紹介させていただく場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「選挙」 正解者は２８／２８人
【当選者：順不同・敬称略】

木下昌子、浜村美和子、塩崎智恵子、遠藤喜蔵、長山洋子

桜井きくゑ、山田寿一、平田八朗、牧野五三子、佐藤笑

周りの字と熟語になるように真ん中に漢字を一

つ入れてください。出てきた漢字を○の中にあて

はめて言葉を完成させてください。

答え お○○

粉 ？
生
火
束弁

識 ？
学
得
意聞

ヒント：春といえば、やはりこれ。ビール片手に
ごちそう食べて、盛り上がりましょう。

ＲＥＮＥＷＡＬ

誕
生
か
ら
三
年
目
、

広
報
い
ず
の
く
に
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

次
号
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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お・知・ら・せ

不用品活用バンク

母親クラブ会員
地域のお母さんたちと一緒に、子

どもたちの健康や食・しつけ、社会
生活について話し合いながら学びま
せんか。 とき／月１回程度　＊都
合の良いときだけの参加も可（要会
員登録）。 主な活動／幼稚園・保育
園で歌や人形劇、手品等を通しての
交通安全指導、児童館活動の子ども
の遊びや物づくりの手伝い等　会
費／年１，０００円　その他／年齢不
問　申込み方法／４月１０日（火）ま
でに電話で申し込み（＊月曜日除く）
申込み・問合せ／大仁児童館　電話
０５５８‐７６‐１３４６　

幼児教育学級会員
子どもが幼稚園入園前の親子を対

象とした学級です。親子でできる遊
びや体操・おやつづくり、ハイキン
グ等いろいろな活動を行います。
とき／月２回程度　ところ／伊豆長
岡・大仁地区＝大仁児童館、韮山地
区＝韮山農村環境改善センター　会
費／年１，０００円　申込み方法／４
月１１日（水）～２０日（金）（月曜日
除く）に電話で申し込み　申込み・問
合せ／大仁児童館　電話０５５８‐７６‐
１３４６

「くらしのサポーター養成講座」
受講者

振り込め詐欺や新たな悪質商法の
被害が続いています。トラブルに対
応する知識を身につけ、地域の安心

な暮らしに役立てましょう。（参加無
料） とき／６月から１１月まで毎月
１回（全６回）１０：００～１５：００　と
ころ／県東部総合庁舎　対象／２０歳
以上で全６回の講座に出席できる人
定員／県内１００人　申込み締切／４
月３０日（月）（当日消印有効） 申

込み・問合せ／県民部県民生活室
電話０５４‐２２１‐２１７５

静岡県保育士試験
試験日／①筆記８月７日（火）、８

日（水）、②実技１０月１４日（日）
要項配布／４月２７日（金）まで（当日
消印有効）。保育士試験事務センター
から郵送で取り寄せてください。窓
口配布はありません。受験手数料／
１２，７００円　問合せ／保育士試験事
務センター　電話０１２０‐４１９４‐８２
Ｅメールshiken@hoyokyo.or.jp
ホームページhttp://www.hoyokyo.or.jp

あしたかワークセンター訓練生
心身に障害を持つ人が、安定した

職業生活を送るために必要な基本的
労働習慣や作業能力を身につける訓
練を行います。 訓練期間／６カ月
訓練場所／あしたかワークセンター
定員／１０人　費用／訓練費無料（昼
食代自己負担、交通費一部支給）
申込み／まず電話で申し込み、施設
見学、支援内容等の説明を受けた後、
申込書を市役所福祉課窓口に提出し
てください。申し込みは随時受け付
けます。 問合せ／社会福祉法人あ
したか太陽の丘『あしたかワークセン
ター』 電話０５５‐９２３‐７８５０

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」
「ゆずりたい」人を探します。

【ゆずります】

パソコンデスク　　　　　無　料
ガス給湯器・コンロ一式　無　料
子ども掛・敷き布団　　　無　料
ベビーバス　　　　　　　無　料
スキーキャリーバック（黒・橙） 無　料
エアロバイク　　　　　　無　料
日大三島高夏・冬服ズボン（Ｍ８５Ｈ）無　料
建築用平行定規　　　　　応　談
建築用ドラフタ　　　　　応　談
電子ピアノ　　　　　　　応　談
韮中女子夏服上着・スカート・冬服上下
（１５０㌢）新品３，５００～１５，０００円

【ゆずってください】

アップライトピアノ　　　応　談
韮中通学カバン　　　　　応　談
韮中ジャージ等（１６０�‘１８０�A）応　談
糸車　　　　　　　　　　応　談
天体ドーム　　　　　　　応　談
耕運機　　　　　　　　　応　談
解体または建替家屋の建具 応　談
車のタイヤ（１４～１７�V）応　談
サナルがんばっテキスト（中２・３年）応　談
洋服だんす　　　 ７，０００円以下
長岡南小男子制服（１３０㌢） 無　料
一輪車（２０�V以上） 無　料
長岡中女子制服（１６０�A） 無　料
大人用・婦人用自転車　 無　料
暁秀高校女子制服（Ｍ） 無　料

電動ミシン　　　　　　　無　料

問合せ 市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

お・知・ら・せ

すみれ展２００７
市の花『すみれ』について詳しく

知ろう。日本原産種や珍しい品種も
展示します。スミレ苗等の販売も行
います。（入場無料） とき／４月
６日（金）～８日（日） ところ／韮
山時代劇場　展示種／日本原産の原
種スミレ、亜熱帯の原種スミレ、日
本国内の園芸交配種、外国産の珍し
い原種と交配種　出展鉢数／約３０
０鉢　問合せ／静岡すみれ愛好会事
務局（平野） 電話０５５‐９４９‐３６５１

不妊専門相談
不妊にお悩みのご夫婦などの相談

に、専門家が無料で応じます。
①電話相談　とき／毎週火・金曜日
（祝日休み）１０：００～１５：００
②面接相談（予約制） とき／５月、
８月､１１月､２月の第３金曜日１０：００
～１５：００ ところ／県不妊専門相
談センター　申込み・問合せ／県不
妊専門相談センター（三島市谷田・
県総合健康センター内） 電話０５５‐
９９１‐２００６

エイズ・Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
①エイズ検査（ＨＩＶ抗体検査）

とき／毎月第１水曜日１７：００～１９：

４５、第２火曜日・第４水曜日９：００
～１１：３０、第３火曜日１３：００～１５：
３０ ※匿名・無料・要予約
②Ｂ型肝炎検査（ＨＢｓ抗原検査）

とき／①に同じ　※無料･要予約
③Ｃ型肝炎検査（ＨＣＶ抗体検査）

とき／毎月第２火曜日９：００～１１：３０
※無料･要予約　ところ（①～③とも
に）／県東部保健所（県東部総合庁
舎２階） その他／相談は随時実施
しています。 問合せ／県東部保健所
健康増進課 電話０５５‐９２０‐２１１２

めおと湯の館無料利用券
７０歳以上の人への『めおと湯の

館無料利用券』を、めおと湯の館フ
ロントで発行しています。 対象／

市内在住の７０歳以上の人　持ち
物／身分を証明できるもの（健康保
険証、運転免許証など） 内容／４
月１日から使用できる年１２回分の
無料利用券　営業時間／１０：００～
１９：３０（木曜日休館） 問合せ／め
おと湯の館　電話０５５‐９４９‐３７３７

広報いずのくに３月１日号、
６ページの『気をつけて！悪質訪
問販売』の記事について、問い合
わせ電話番号が間違っていまし
た。正しくは下記の通りです。
訂正しお詫び申し上げます。
〈正〉市役所観光商工課

電話０５５‐９４８‐１４８０

●●● 訂正とお詫び ●●●

昨年の全国消費者物価指数の対前年比変動率
は、プラス０．３％でしたが、平成１９年度の年
金額は変りません。これは、過去３年間に物価
が下がっても年金額は引き下げずに据え置いた
（△１．７％）経緯があり、現在の年金額が本来
の水準よりも特例的に高くなっていることなど
によるものです。
※平成１９年度分の各期支払額（向こう１年分）
をお知らせする『年金振
込通知書』は６月１５日
の年金支払日に合わせ
て送付いたします。

障害の原因となった傷病の初診日に、国民年金に任意加
入していなかったため、障害基礎年金を請求できない人を
対象とした福祉的措置です。
対象者①昭和６１年３月以前、国民年金任意加入対象者と

されていた、厚生年金制度などの加入者の配偶者
②平成３年３月以前、国民年金の任意加入対象者と
されていた学生

支給額①または②の国民年金に未加入であった期間に初診
日がある障害によって、６５歳前に障害基礎年金の１
級・２級相当の障害になった人に支給されます。

１級５０，０００円　

２級４０，０００円　
※特別障害給付金は、請求の翌月分から給付され
ますので、すみやかに手続きしてください。

社会保険事務所からのお知らせ

●今年度の年金額は据え置きに ●ご存知ですか？特別障害給付金制度

問　合　せ
ねんきんダイヤル　　電話０５７０‐０７‐１１６５
三島社会保険事務所　電話０５５‐９７３‐１１６６

問　合　せ
市役所国保年金課　　電話０５５‐９４８‐２９０５
三島社会保険事務所　電話０５５‐９７３‐１１６６

（平成１９年度月額）

受給者編

４月から、大仁保健センター
に事務所を移転・統合します

（従来の３つの事務所は閉鎖します）。

名称 社団法人伊豆の国市シルバー人材センター
住所 伊豆の国市田京１３１
電話 ０５５８‐７６‐７５６０
ＦＡＸ ０５５８‐７５‐５３０１

シルバー人材
センター 事務所移転
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